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今
年
度
は
第
５
次
基
本
構
想
の
基
本
理

念
「
一
人
ひ
と
り
が
大
切
に
す
る
ま
ち
を

め
ざ
し
て
」
の
も
と
、
施
策
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。 

　
財
源
が
限
ら
れ
て
は
い
ま
す
が
、
町
民

の
み
な
さ
ん
の
福
祉
の
向
上
を
は
じ
め
、

生
活
環
境
の
整
備
、
交
流
人
口
の
拡
大
に

よ
る
地
域
の
活
性
化
の
た
め
の
施
策
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。 

 

具
体
的
に
は
、
統
合
保
育
所
の
建
設
や

町
道
舟
形
停
車
場
線
の
消
雪
施
設
改
良
工

事
な
ど
、
大
規
模
な
事
業
や
工
事
に
多
く

取
り
組
む
た
め
、
前
年
度
と
比
べ
約
15
％

の
増
加
と
な
り
、
３
年
ぶ
り
の
積
極
的
予

算
と
な
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
事

務
事
業
の
徹
底
的
な
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

更
に
、
職
員
数
の
見
直
し
を
図
り
人
件
費

の
縮
減
に
努
め
ま
す
。
昨
年
度
に
引
き
続

き
、
特
別
職
の
報
酬
や
管
理
職
手
当
を
削

減
す
る
と
と
も
に
、
議
員
定
数
や
職
員
数

を
削
減
し
て
人
件
費
等
を
抑
制
す
る
な
ど
、

行
政
経
費
の
削
減
に
も
努
め
ま
す
。 

 

ま
た
、
町
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
、

「
小
さ
く
て
も
美
し
い
誇
れ
る
町
」
を
つ

く
る
た
め
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。 

「
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
」
や
「
地
域
協
働

事
業
」
を
昨
年
度
に
引
き
続
き
実
施
。
更

に
職
員
の
意
識
改
革
を
図
る
べ
く
、職
員
の
主

体
的
な
取
り
組
み
を
一
層
強
化
し
ま
す
。 

    

町
で
は
、
保
育
所
か
ら
中
学
校
ま
で
同

じ
教
育
目
標
に
基
づ
き
、
教
育
を
進
め
て

い
ま
す
。
今
回
の
統
合
保
育
所
建
設
も
そ

の
一
貫
で
、
保
育
の
充
実
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
ま
す
。 

 

新
し
い
統
合
保
育
所
は
舟
形
小
学
校
隣

に
建
設
予
定
で
、
将
来
的
に
は
こ
の
地
区

を
児
童
福
祉
の
拠
点
と
し
た
い
考
え
で
す
。 

 

近
年
、
保
育
に
関
し
て
の
要
望
は
多
様

化
し
て
お
り
、
０
歳
か
ら
の
未
満
児
保
育

や
早
朝
・
夜
間
の
延
長
保
育
、
保
育
所
に

入
園
し
て
い
な
い
児
童
に
対
す
る
育
児
支

援
な
ど
様
々
で
す
。
旧
保
育
所
の
体
制
で

は
こ
れ
ら
全
て
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、

保
護
者
の
皆
様
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
て
い
ま
し
た
。 

　
こ
れ
ら
の
要
望
に
的
確
に
応
え
、
充
実

し
た
幼
児 

教
育
を
行 

う
た
め
に 

新
し
い
統 

合
保
育
所 

を
建
設
し 

ま
す
。 

    

豪
雪
地
帯
の
舟
形
町
で
は
、
屋
根
の
雪

下
ろ
し
や
玄
関
前
の
除
雪
が
大
変
重
労
働

で
、
雪
の
問
題
か
ら
移
住
す
る
人
が
多
い

な
ど
、
人
口
減
少
の
一
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

 

今
回
建
設
す
る
実
験
住
宅
は
屋
根
と
玄

関
、
車
庫
ま
で
の
通
路
に
融
雪
シ
ス
テ
ム

が
設
備
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
日
々
の
除

雪
作
業
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。 

 

年
間
を
通
じ
て

14
度
前
後
の
大
地
熱（
地

下
水
）
を
利
用
し
融
雪
す
る
こ
の
仕
組
み

で
は
、
灯
油
等
で
融
雪
す
る
場
合
に
比
べ
年

間
の
維
持
経
費
が
安
く
抑
え
ら
れ
ま
す
。 

 

ま
た
、こ
の
住
宅
に
は
大
地
熱
を
利
用
し
た

冷
房
や
雪
を
利
用
し
た
貯
蔵
室
（
冷
蔵
室
）

な
ど
を
設
置
。
今
年
秋
ま
で
に
完
成
す
る
予

定
で
、
今
後
実
際
に
住
ん
で
も
ら
う
モ
ニ

タ
ー
家
族
を
募
集
予
定
で
す
。 

    

山
交
バ
ス
の
「
堀
内
〜
県
立
新
庄
病
院

間
」
「
舟
形
〜
県
立
新
庄
病
院
間
」
の
２

路
線
が
３
月
31
日
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
４
月
か
ら
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
が
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。 

 

10
月
ま
で
の
試
験
期
間
を
経
て
そ
の
後

本
格
運
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 

試
験
期
間
の
現
在
は
、
２
つ
の
パ
タ
ー

ン
で
試
験
中
で
す
。
堀
内
方
面
は
自
宅
か

ら
県
立
新
庄
病
院
ま
で
送
迎
す
る
も
の
で

会
員
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
舟
形
方

面
は
４
ヶ
所
の
指
定
集
合
場
所
か
ら
県
立

新
庄
病
院
ま
で
送
迎
す
る
も
の
で
会
員
登

録
は
不
要
で
す
。
ど
ち
ら
の
場
合
も
前
日

ま
で
の
予
約
が
必
要
す
。 

 

将
来
的
に
は
全
町
を
走
る
町
営
バ
ス
の

代
わ
り
と
し
て
運
行
で
き
な
い
か
検
討
し

て
い
き 

ま
す
。 

    

　
東
北
芸
術
工
科
大
学
と
連
携
し
、
舟
形

町
全
域
を
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
芸
術
作
品

を
展
示
す
る
と
い
う
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

同
大
学
で
は
自
然
や
環
境
を
テ
ー
マ
に
し

た
作
品
が
卒
業
制
作
な
ど
と
し
て
数
多
く

作
ら
れ
、
そ
の
後
の
活
用
が
な
さ
れ
な
い

ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
学
校
で
は
出
会

う
こ
と
の
で
き
な
い
よ
う
な
芸
術
作
品
に

触
れ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
の
豊
か
な
感
性

を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。 

　
６
月
頃
か
ら
徐
々
に
作
品
を
展
示
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
こ
に
ど

ん
な
作
品
が
展
示
さ
れ
る
か
お
楽
し
み
に
。 

予
算
編
成
の
基
本
的
考
え
方 

 

平
成
　
年
度
舟
形
町
当
初
予
算

平
成
　
年
度
舟
形
町
当
初
予
算 
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平
成
　
年
度
舟
形
町
当
初
予
算 
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　町議会３月定例会で、平成19年度当初予算が決まりました。 

当初予算とは今年度１年間、どのようなことにお金を使って 

いくのかをまとめたものです。 

　近年、国からの地方交付税が年々減少しており、それに伴 

い町の財政も厳しい状況が続いています。 

　しかし、まちづくりは待ったなし。「人」「環境」「未来」 

に優しいまちづくりを実現するため、人件費などの行政経費 

をできる限り抑え、町民のしあわせのための事業を実行して 

いきます。 

舟
形
町
を
芸
術
作
品
で
お
お
い
つ 

く
せ
。「
ふ
な
が
た
ア
ー
ト
あ
っ
と 

事
業
」
ス
タ
ー
ト 

県
立
新
庄
病
院
ま
で
運
行 

　
　
　
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
始
ま
る 

イメージ画 
雪
に
負
け
る
な
！ 

新
雪
国
エ
コ
環
境
実
験
住
宅
を
建
設 

保
育
の
充
実
・
新
た
な
子
育
て
支
援 

の
た
め
統
合
保
育
所
を
つ
く
り
ま
す 

平成19年度当初予算 平成19年度当初予算 
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今
年
度
の
主
な
事
業 

36億7,400万円 36億7,400万円 36億7,400万円 

平成19年度当初予算 平成19年度当初予算 

特別会計 
歳 出 額 

①国民健康保険特別会計 

６億7,100万円 

④簡易水道事業特別会計 

１億5,140万円 

②老人保健事業特別会計 

８億2,280万円 

⑤農業集落排水事業特別会計 

３億430万円 

③介護保険特別会計 ⑥公共下水道事業特別会計 

５億6,580万円 １億2,580万円 

歳　入 

平 成 19 年 度 

一般会計予算 

前年比15％増 

歳　出 

（道路や統合保育所を作る） 

一般会計 

歳入総額 
36億7,400万円 

一般会計 

歳入総額 
36億7,400万円 

一般会計 

歳出総額 
36億7,400万円 

一般会計 

歳出総額 
36億7,400万円 

町税 
４億6,968万円 
12.8％ 

人件費 
８億1,240万円 
22.1％ 

物件費 
４億699万円 
11.1％ 

維持補修費 
7,124万円 
 1.9％ 

扶助費 
１億4,048万円 

3.8％ 

補助費等 
３億5,446万円 

9.7％ 

投資的経費 
７億8,178万円 
21.3％ 

公債費 
６億7,350万円 
18.3％ 

繰出金 
４億824万円 
11.1％ 

その他 
2,491万円 
0.7％ 

県支出金 
２億1,004万円 

5.7％ 

繰越金 3,800万円 1.0％ 

繰入金 
２億3,511万円 

6.4％ 

地方交付税 
17億200万円 
46.3％ 

町債 
６億4,980万円 
17.7％ 

その他 
2億1,154万円 
 5.8％ 

国庫支出金 
１億983万円　3.0％ 

地方譲与税 
4,800万円　1.3％ 

（補助金・交付金等） 

（借金の返済） 

（除雪費及び修繕費） （医療費扶助・児童手当等） 

（特別会計等へ） 

（光熱水費・燃料費・コピー 
　機械の使用料・パソコン等 
　の使用料及び保守料） 

（町長・教育長・議員・職員・ 
　消防団・農業委員等の人件費） 

民生費 

公債費 

総務費 

土木費 

教育費 

衛生費 

農林水産業費 

消防費 

議会費 

商工費 

災害復旧費 

労働費 

1億円 3億円 2億円 4億円 5億円 6億円 7億円 8億円 9億円 

＋66.9％ 

△1.7％ 

＋12.3％ 

＋4.1％ 

＋10.8％ 
平成18年度 

平成19年度 

＋11.2％ 

△11.3％ 

△4.5％ 

△20.8％ 

△1.9％ 

＋537.7％ 

±0％ 

統
合
保
育
所
を
建
設 

３
億
５
，９
８
４
万
円 

 

長
者
原
・
福
寿
野
地
区
の
農
業
集
落
排

水
を
建
設
　
　

１
億
４
，３
２
９
万
円 

 

冬
期
間
の
除
雪
対
策 

６
，５
３
２
万
円 

 

町
道
舟
形
停
車
場
線
消
雪
施
設
の
改
良 

５
，４
３
９
万
円 

 

町
道
舟
形
太
郎
野
線
の
道
路
改
良 

５
，３
１
３
万
円 

 

新
雪
国
エ
コ
環
境
実
験
住
宅
を
建
設
　 

３
，８
５
２
万
円 

 

無
料
の
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
及
び

50
歳
節
目
検
診
を
含
む
各
種
検
診 

３
，３
８
５
万
円 

 

町
道
の
災
害
と
共
同
で
大
規
模
舗
装
を

実
施
　
　
　
　
　

２
，６
０
０
万
円 

 

堀
内
小
学
校
の
耐
震
工
事
・
電
気
・
水

道
を
改
修
　
　
　
　

２
，１
６
０
万
円 

 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
　
　
８
５
０
万
円 

 

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業

８
１
３
万
円 

 
防
火
水
槽
を
設
置
　
　
　
５
０
１
万
円 

 

乳
幼
児
へ
の
無
料
予
防
接
種
実
施 

３
３
９
万
円 

 

猿
羽
根
山
相
撲
場
の
改
修 

２
１
１
万
円 

 

デ
マ
ン
ド
バ
ス
試
験
運
行 

２
０
０
万
円 

 

地
域
協
働
事
業
で
軽
微
な
工
事
を
地
域

と
一
緒
に
実
施
　
　
　
　
１
９
６
万
円 

 

中
学
校
の
制
服
・
通
学
用
自
転
車
を
購

入
す
る
方
に
助
成
を
実
施 

１
８
６
万
円 

 

寝
た
き
り
老
人
介
護
者
激
励
金 

１
３
７
万
円  

ア
ー
ト
あ
っ
と
事
業
　
　
　
　
50
万
円 
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わ だ い ⑥  

わ だ い ①  

観光ボランティアガイドで 
地域おこしを探る ま

ち
の
わ
だ
い
 

ま
ち
の
わ
だ
い
 

まちのわだい  まちのわだい  

　３月２６日長沢地区の卓球大会が開催され、 
３０名が爽やかな汗を流しました。 
　手軽に始められる卓球。みなさんも是非体験 
してみてはいかがですか。 

　舟形地区に新しい駐在さんがきまし 
た。「初めまして鈴木義晴です。みな 
さんが安心して暮らせるよう全力でが 
んばります。」 

　第１回のはまなす杯全国中学生空手道 
選抜大会が北海道北広島市で開催され、 
男子形の部で伊藤雅人くん（西堀）が 
第５位入賞を果たしました。 

 ４月１６日富長小学校で交通安全教室が 
開催されました。徒歩通学が始めての１年 
生を中心に交通事故に遭わないよう、一生 
懸命勉強しました。 

　４月８日、新入学児童と保護者らに交通安全 
母の会々員による立哨指導が行われました。交 
通事故に遭わずに元気に登校しましょう。 

　世界初の雪冷房システムがある猿羽根山体 
験実習館の雪入れ作業が行われました。 
　この雪が夏場に冷気を発して大活躍します。 

デイサービス送迎車が 
新しくなりました 

「ごぼうたたき」づくりに 
挑戦！！ 
　３月29日、町食生活改善推進協議会の24

名が「ごぼうたたき」づくりに挑戦しました。

　この日は笹原清子さん（金山町）ら２名を講

師にお招きしての研修会。ごぼうたたきは、

茹でたごぼうをかなづちなどで板状に伸ば

すのがポイント。参加者からは「自宅でも

作って産直に出品したい」などと意欲的な

言葉が飛び交っていました。 

わ

だ

い

②

 

沼澤いとさん100歳 
　３月23日に数え100歳を迎えた沼澤いと

さん（一の関）へ、町で13人目となる長寿褒

章が贈られました。この日は沼澤さんの自

宅へ伊藤町長、佐藤議長、沼澤民生児童委

員が訪れ、賀詞、祝い金などが手渡されま

した。 

　痴呆予防にと始めた折り紙を今でも続け

ている沼澤さん。曾孫の栞ちゃんと南ちゃ

んと遊ぶのが毎日の楽しみだそうです。 

わ

だ

い

③

 

ゴルフ場オープン 
　県民ゴルフ場が４月10日オープンし、今年度

のプレーが始まりました。昨年度から指定管理

者制度で民間の企業が管理・運営している県民

ゴルフ場。年間10回以上来るという方は「芝生

がきれいになって快適だ」「カートがすごく便利」

などと感想をおっしゃっていました。今年度も

皆様のご利用をお待ちしています。 

美空ひばり映画鑑賞 
　３月28、29日両日に渡り、高齢者を対象にした

懐かしの映画上映会が町内３ヶ所で開催されま

した。今回は昭和38年に発表された美空ひばり

さん主演の「べらんめぇ芸者と丁稚社長」を上映。 

　参加した高齢者の方は昔を懐かしむように、

笑みを浮かべながらスクリーンに見入っていま

した。 

わ

だ

い

④

 

わ

だ

い

⑤

 

　今、都会では田舎の生活や風土に癒しを求める方が

多くなってきています。そこで、舟形町の良さを町内

外にアピールし、地域おこしにつなげていこうと、昨

年、観光ボランティアガイド“こぶしの里案内人”（石

川孝夫会長）が結成されました。昨年は延べ170人以

上の方をご案内したほか、各種講習会を開催しました。 

　そして、３月12日、「もがみ地域観光ボランティア

ガイド協会」と「ゆめりあ案内情報センター」から講師を招き、意見交換会を開催し、今後の方

針を話し合いました。 

　その中で「昔ながらの文化は都会にないもの。採ってすぐ食べる山菜や野菜料理を取り入れた

自然観光がこれからは有効だ。」などの意見が出されていました。 

 

　特別養護老人ホーム「えんじゅ荘」にデイサー

ビス送迎車１台と訪問介護車両２台が更新配備さ

れました。今回の配備は日本財団からの助成を受

け実施されたものです。 

　えんじゅ荘ではデイサービスを利用される方が

１日20名程度。訪問介護を受けられる方が１日５

名程度いるということで、今までの車輌が大変老

朽化しており、今回の更新となりました。利用さ

れる方には今まで以上に快適なサービスが提供できるようになります。 

　えんじゅ荘の職員は「これまで以上に運転マナーに配慮しサービスを提供していきたい」と語ってい

ました。 

しおり 

いや 
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わ だ い ⑦  

山交バスが廃止され、デマンドタクシーが始まる ま
ち
の
わ
だ
い
 

ま
ち
の
わ
だ
い
 

パリス幼稚園が休園 
　昭和62年に開園したパリス幼稚園が昨年

度をもって休園となりました。 

　パリス幼稚園ではこれまで、豊かな心を

持ち健やかでたくましい、個性豊かな人間

になって欲しいと幼児教育を進めてきました。 

　しかし近年、園児数が年々減少してきた

ことにより休園することとなりました。 

　「これまでパリス幼稚園を支えて下さっ

た方には心から感謝いたします」と園長先

生は語って下さいました。 

わ

だ

い

⑧

 

スポーツ少年団結団式 
 ４月15日、舟形町スポーツ少年団の結団

式がＢ＆Ｇセンターで行われました。今年

度は13単位団に延べ128名が入団。代表し

て富長ジョーズ（野球）の４人が「スポー

ツを通して心と体を鍛えます」と決意を述

べました。 

 また、長年に渡りスポーツ少年団活動に

ご尽力頂きました舟形ウイングス（バレー

ボール）の佐藤俊三さん（舟形４）に表彰

状が手渡されました。 

わ

だ

い

⑨

 

　これまで56年間、地域の足として運行して

きた山交バスの「堀内～県立新庄病院間」「舟

形～県立新庄病院間」の２路線が３月31日を

もって廃止となりました。午後２時過ぎの最終

便が洲崎地区に到着すると、運転手さんに澤内

文子さん（写真の左から２番目）から感謝とね

ぎらいの花束が贈呈されました。長い間本当に

ありがとうございました。 

　それに替わり、４月１日からデマンドタクシ

ーがスタート。４月中旬までの集計では１日当

たり５～６人が利用しているようです。 

　午前８時頃に町内各所を出発し県立新庄病院

まで運行、午後２時30分に県立新庄病院を出

発するデマンドタクシー。 

　利用している方からは「予約も簡単だし、便

利。毎日利用している。ただ、午後２時30分

まで待ち時間が長い。」などの声が聞かれました。 

　皆様の声を最大限に受け止め、利用しやすい

デマンドタクシーを目指していきますので、ご

利用のほどよろしくお願いします。 

〔ご予約〕 

▼堀内方面／星川タクシー　　　�（32）2010 
▼舟形方面／観光物産センター　�（32）3302

　今、国際競争社会の中でリーダーシップを発揮できる若者が必要とされています。リーダー

シップとは自分がまとめ役を買って出て、周囲を巻き込み、引っ張っていく力を指します。リ

ーダーシップは生まれつき備わっているものではなく、経験などにより身につけていくもので

す。あなたにもその可能性は必ずあるのです。 

 

 

　リーダーシップの基本の柱となるのは、「自信」「決断力」「社交性」の３つです。これら

は、あなたの心掛けひとつで身に付くものです。 

＜自　信＞ 

　同じ事を話す場合、自信を持って話されるのと頼りなさげに話されるのでは、ずいぶん受け

取り方が違います。堂々と意見を言える自信が必要です。 

＜決断力＞ 

　なかなか決断が下せないようではリーダーとして失格です。状況を素早く分析し、的確な決

断を下さなければなりません。そして、その結果に対しての責任も飲み込む度量の大きさが必

要です。 

＜社交性＞ 

　リーダーたるもの、人とのつきあいを進んでできなければなりません。自分に都合のいい人

ばかりを集め、気に入らない人を遠ざけてしまってはリーダーとして失格です。誰もが色々な

意見を話したくなるような雰囲気づくりも重要です。 

 

 

　今年で第４回目となる「日本の次世代リーダー養成塾」が開催されます。高校生を対象にし

たこの塾は、高い志を持ったリーダーを育てることを目的に開催されています。 

　今こそ、若い力を育て、将来の日本を背負って立つ人材が求められているのです。 

　学校では決して学ぶことのできない様々な体験があなたを待っています。 

 

 

▼対象／高校生 

▼日時／７月27日（金）～８月９日（木） ２週間 

▼場所／福岡県 

▼募集定員／山形県の推薦枠　10名 

▼内容／有名リーダーによる講義、交流活動、グループワーク、プレゼンテーションなど 

▼〆切／５月11日（金） 

▼主催／日本の次世代リーダー養成塾 

▼問い合わせ／舟形町まちづくり課企画財政班　�（３２）2111（内線312） 

日本の次世代リーダー 
養成塾々生募集 

～高校生たちよ！ 今こそリーダーシップを育てよ～ 

● リーダーに求められること 

● 日本の次世代リーダー養成塾開催 

● 参加者募集 
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◆校長（転補） 

　井上　洋子 

（舟形町立堀内小） 

 

 

◆教諭（転任） 

　安達美和子 

（東根市立東郷小） 

 

 

◆教諭（転任） 

　本間　美里 

（村山市立楯岡小） 

 

 

◆学校栄養士 

　大泉早智子 

◆教頭（転任） 

　山科美恵子 

（最上町立瀬見小） 

 

 

◆教諭（転任） 

　小野　恵美 

（新庄市立日新小） 

 

 

◆教諭（転任） 

　阿部　順二 

（尾花沢市立玉野小） 

◆教諭（転任） 

　鈴木　了子 

（尾花沢市立寺内小） 

 

 

◆養護助教諭 

　矢作　祐子 

◆校長（新採） 

　安孫子　誠 

（西川町立川土居小） 

 

 

◆養護教諭（転任） 

　片桐もと子 

（大石田町亀井田小） 

 

 

◆事務主査（転任） 

　志田久美子 

（村山市立冨本小） 

◆教諭（転任） 
　�橋　千穂 
（大蔵村立大蔵中） 

 

◆教諭（転任） 
　保科　智美 
（戸沢村立戸沢中） 

◆講師 
　安彦　美香 

◆養護教諭（転任） 
　矢口　美紀 
（真室川町及位小） 

 

◆校長 
　沼澤　仲子（退職） 
 
◆教諭 
　奥山　純子（最上町立瀬見小） 
 
◆教諭 
　日塔久美子（大江町立本郷西小） 
 
◆学校栄養士 
　矢田　朋子（退職） 

◆教頭 
　浅田　道夫（長井市立平野小） 
 
◆教諭 
　笹原　英子（東根市立大富小） 
 
◆教諭 
　�橋　文明（尾花沢市立尾花沢小） 

◆教諭 
　箱山　直子（真室川町立真室川小） 
 
◆養護教諭 
　井澤　由起（尾花沢市立宮沢中） 

◆校長 
　井上　洋子（舟形町立舟形小） 
 
◆養護教諭 
　大又　浩子（新庄市立沼田小） 
 
◆主査 
　真木　美幸（村山市立冨本小） 

◆教諭 
　西村　俊也（村山市立楯岡中） 
 
◆教諭 
　柿崎　宗幸（新庄市立新庄中） 
 
◆教諭 
　鈴木　千宏（尾花沢市尾花沢中） 

◆教諭 
　安達　卓子（大石田第一中） 
 
◆教諭 
　金丸　　瞳（鶴岡市立鶴岡一中） 
 
◆講師 
　五十嵐聡史（最上町立最上中学校） 

◆養護教諭 
　奥山　広美（上山市立本庄小） 
 
◆事務主査 
　工藤美和子（西川町立睦合小） 
 
◆学校栄養士 
　佐藤　暢子（金山町立金山小） 

舟 　 形 　 中 　 学 　 校  

富 長 小 学 校  舟 形 小 学 校  長 沢 小 学 校  

転

　

　

　

　

　

入

 

転

　

　

入

 

転

　

　

出

 

転
　
　
　
出 

堀 内 小 学 校  

◆主査（転任） 
　佐藤　美子 
（大石田町亀井田小） 

◆学校栄養主査（転任） 
　山田　由紀 
（大蔵村立大蔵小） 

   

　
課
長
等
級 

 

◆
振
興
課
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長
／

加
藤
孝
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
（
兼
会
計
室

長
）
）
◆
会
計
管
理
者
兼
会
計
室
長
／
沼

沢
昭
好
（
議
会
事
務
局
長
）
◆
ま
ち
づ
く

り
課
長
／
�
橋
剛
（
教
育
委
員
会
教
育
次

長
）
◆
教
育
委
員
会
教
育
次
長
／
渡
辺
晴

美
（
振
興
課
農
業
観
光
班
長
） 

 

　
　 

　
班
長
（
主
幹
）
級 

 

◆
舟
形
保
育
園
長
（
班
長
）
／
松
田
清
司

（
教
育
委
員
会
班
長
）
◆
振
興
課
上
下
水

道
班
長
／
有
路
正
文
（
総
務
課
情
報
管
財

班
長
）
◆
振
興
課
地
域
整
備
班
長
／
矢
野

正
（
ま
ち
づ
く
り
課
西
南
部
班
長
）
◆
総

務
課
情
報
管
財
班
長
／
芹
沢
康
彦
（
ま
ち

づ
く
り
課
東
部
班
長
）
◆
教
育
委
員
会
班

長
／
大
山
邦
博
（
振
興
課
上
下
水
道
班
主

幹
）
◆
振
興
課
農
業
観
光
班
長
／
中
山
進

（
振
興
課
地
域
整
備
班
長
）
◆
議
会
事
務 

局
長
／
�
橋
明
彦
（
ま
ち
づ
く
り
課
統
括

班
長
） 

  

　
副
主
幹
級 

 

◆
ま
ち
づ
く
り
課
西
南
部
班
副
主
幹
／
大

場
新
一
（
振
興
課
農
業
観
光
班
副
主
幹
）

◆
町
民
課
健
康
班
副
主
幹
／
結
城
恵
美
（
ま

ち
づ
く
り
課
企
画
財
政
班
副
主
幹
）
◆
ま

ち
づ
く
り
課
統
括
班
副
主
幹
／
斉
藤
洋
一

（
町
民
課
税
務
国
保
班
副
主
幹
） 

　
主
査
級 

 

◆
ま
ち
づ
く
り
課
東
部
班
主
査
／
富
樫
修

一
（
教
育
委
員
会
主
査
）
◆
ま
ち
づ
く
り

課
統
括
班
主
査
／
小
国
英
子
（
教
育
委
員

会
主
査
）
◆
長
沢
保
育
所
主
査
保
育
士
／

眞
見
千
代
江
（
南
部
保
育
所
主
査
保
育
士
）

◆
南
部
保
育
所
主
査
保
育
士
／
生
駒
早
苗

（
長
沢
保
育
所
主
査
保
育
士
）
◆
町
民
課

税
務
国
保
班
主
査
／
相
馬
昇
（
総
務
課
情

報
管
財
班
主
査
）
◆
振
興
課
上
下
水
道
班

主
査
／
斉
藤
広
志
（
総
務
課
総
務
班
主
査
）

◆
振
興
課
農
業
観
光
班
主
査
／
伊
藤
茂
樹

（
組
合
専
従
）
　 

  

　
主
任
級 

 

◆
総
務
課
情
報
管
財
班
主
任
／
相
馬
広
志

（
町
民
課
税
務
国
保
班
主
任
）
◆
町
民
課

税
務
国
保
班
主
任
／
岡
崎
千
恵
子
（
ま
ち

づ
く
り
課
統
括
班
主
任
）
◆
ま
ち
づ
く
り

課
企
画
財
政
班
主
任
／
野
尻
誠
（
町
民
課

健
康
班
主
任
） 

  
　
業
務
員 

 

◆
舟
形
保
育
所
業
務
員
／
沼
沢
美
恵
子
（
教

育
委
員
会
業
務
員
）
◆
教
育
委
員
会
業
務

員
／
沼
沢
正
子
（
舟
形
保
育
所
業
務
員
） 

  

◆
佐
藤
武
憲
（
振
興
課
長
） 

◆
伊
藤
賢
一
（
振
興
課
上
下
水
道
班
長
） 

   

◆
組
合
専
従
／
沼
沢
伸
一
（
振
興
課
農
業

観
光
班
主
査
） 

   

　 ◆
今
年
度
よ
り
２
年
間
、
県
縦
断
駅
伝
の

強
化
を
目
指
し
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
と
し

て
猪
俣 

理
（
い
の
ま
た 

お
さ
む
）
が
臨
時

採
用
さ
れ
ま
し
た
。
福
島
県
の
出
身
で
今

年
帝
京
大
学
を
卒
業
し
て
の
採
用
で
す
。 

◆
ま
ち
づ
く
り
課
統
括
班
と
し
て
役
場
本

庁
舎
に
勤
務
し
て
い
た
沼
沢
弘
明
と
沼
沢

辰
成
の
２
名
が
新
し
く
統
括
班
中
部
担
当

と
し
て
中
央
公
民
館
に
勤
務
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
舟
形
地
区
を
中
心
に
ご
相

談
な
ど
に
応
じ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

人
事
異
動

人
事
異
動 
人
事
異
動 

平
成
19
年
度
の
町
職
員
・
教
職
員
の
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す 

（  

）
内
は
前
任
の
職
務 

転
任
・
転
補 

休
　
職 

そ
の
他 

退
職
者 
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　　　　　　　　　　　　　 ‥‥‥‥‥仕上げみがきは最低条件、 

フッ素の利用で歯を丈夫にすること、糖分の摂取回数（だらだら食い） 

　　　　　をひかえることがポイントになります。 

　　　　　　子どもの生活全般についてもう一度ふり返りましょう。 

.

　 野 　  

　 幅 　  

長 　 尾  

内 　 山  

長 沢 一  

長 沢 二  

長 沢 三  

経 壇 原  

大 　 平  

一 の 関  

 
舟 形 一  

舟 形 二  

舟 形 三  

 
舟 形 四  

紫 　 山  

向 　 山  

沖 の 原  

西 　 堀  

木 友  

小 　 松  

長 者 原  

福 寿 野  

富 田 一  

富 田 二  

太 　 折  

馬 　 形  

瀬 　 脇  

 

堀 　 内  

 

実 栗 屋  

洲 　 崎  

 
横 　 山  

真 木 野  

新 　 堀  

西 　 又  

松 　 橋  

町　内　会　長 
役 職 

町 内 
 

納 税 組 合 長  衛 生 組 合 長  農事実行組合長 公　民　館　長 

大場さわちゃん 
（長沢２） 

るな  

大場　瑠奈ちゃん 
（長沢３） 

ゆうき 

八鍬　悠希ちゃん 
（向山） 

井上ハヤトくん 
（野） 

そうだい 

沼沢　蒼大くん 
（洲崎） 

さち 

斉藤　紗知ちゃん 
（木友） 

ゆうき 

木島　優希ちゃん 
（洲崎） 

あ み 

伊藤　愛美ちゃん 
（幅） 

平成19年２月21日に行われた３歳児健診でむし歯のなかったお子さんです。 

阿　部　喜美雄 

伊 藤 準 悦  

八 鍬 國 昭  

野 尻 益 夫  

大　場　喜美男 

尾 形 文 雄  

岸 　 正 紀  

� 橋 邦 美  

野 尻 年 数  

沼 澤 誠 啓  

 
佐 藤 寛 一  

佐 藤 　 肇  

� 橋 嘉 範  

佐 藤 広 幸  

鈴 木 宥 司  

伊　藤　健太郎 

� 橋   博 

佐 藤 和 夫  

小 國 　 昭  

斉 藤 　 覺  

豊 岡 勝 善  

原 田 俊 一  

小 國 正 次  

齊 藤 　 薫  

庄 司 榮 蔵  

青 塚 信 雄  

阿 部 文 晴  

 

阿 部 　 勝  

 

門 脇 敏 昭  

小 野 幹 雄  

森 　 秀 一  

小 野 嘉 彦  

庄 司 七 郎  

斉　藤　喜次郎 

斉　藤　盛志郎 

伊 藤 健 一  

伊 藤 秀 樹  

伊 藤 清太郎 

� 橋 明 彦  

叶 内 範 夫  

岸 　 正 紀  

大 場 文 雄  

沼 澤 秀 勝  

伊 藤 　 司  

沼 澤 政 光  

沼 澤 弘 幸  

沼 沢 弘 明  

沼 澤 勝 善  

沼 澤 　 陽  
 

真 見 　 駿  

八 鍬 憲 昭  

 

松 田 清 司  

酒 井 秀 夫  

星 川 正 夫  

斉 藤 　 覺  

相　馬　弥一郎 

奥 山 謙 三  

森 　 　 晃  

石 山 千 秋  

佐 藤 正 良  

仲 川 栄 次  

小 野 芳 喜  

伊 藤 秋 夫  

成 澤 勝 雄  

加 藤 和 利  

富 樫 三 男  

伊　藤　寛次郎 

阿 部 　 啓  

森　　　與惣治 

小 野 義 昭  

森 　 英 雄  

森 　 裕 之  

松 井 隆 徳  

阿　部　文五郎 

斎 藤 　 保  

伊 藤 正 昭  

齊 藤 　 勝  

浅 沼 孝 男  

伊 藤 　 隆  

� 橋　喜美男 

鈴 木 謙 一  

伊 藤 　 啓  

渡 邉 重 則  

 
佐 藤 浅 雄  

沼 澤 幸 子  

伊 藤 賢 一  

栗 田 吉 幸  

眞 見 修 一  

八 鍬 　 淳  

伊　藤　健太郎 

海 藤 義 勝  

落 合 伸 男  

佐 藤 大 樹  

斉 藤 　 覺  

鈴 木 勝 義  

阿 部 治 男  

曽根田　　　武 

富　樫　榮太郎 

佐　藤　　　啓 

中 場 繁 徳  

阿 部 文 晴  

 

加　藤　嘉一郎 

 

矢 作 勝 一  

山 本 征 行  

 
成 澤 善 一  

小 野 辰 実  

板 垣 光 昭  

斉 藤 忠 雄  

斉 藤 一 春  

伊 藤 邦 雄  

伊 藤 敬 一  

佐 藤 昭 一  

伊 藤 春 行  

叶 内 勝 利  

叶 内 正 一  

 
長 澤 光 芳  

伊 藤 信 一  

沼 澤 　 暁  

 
星 川 賢 二  

阿 部 範 雄  

沼 澤 　 保  

 

 
工 藤 美 信  

 

佐 藤 　 勇  

 

 

 

叶 内 栄 一  

平 賀 常 雄  

石 山 栄 一  

加 藤 勝 義  

庄 司 市 雄  

中 島 辰 一  

小 野 芳 喜  

伊　藤　千代喜 

阿 部 富 喜  

 
竹　澤　満壽男 

青 柳 宏 彰  

 
森　　　広　美 

小 野 孝 敏  

森 　 利 明  

斉 藤 秀 一  

斉　藤　一　春 

伊 藤 成 志  

伊 藤 準 悦  

八 鍬 　 進  

伊 藤 順 一  

 

 

 

大 場 　 優  

伊 藤 清 二  

沼 澤 哲 朗  

 

 

 

 

 

 
渡 会 　 清  

 

渡 辺 雄 一  

沼 澤 　 淳  

加 藤 　 強  

 

豊 岡 正 雄  

奥 山 謙 三  

八 鍬 喜 一  

 
庄 司 榮 蔵  

武 田 　 博  

 

 

伊 藤 次 郎  

 

門 脇 一 利  

小 野 幹 雄  

 
日 塔 武 雄  

小 野 嘉 彦  

庄 司 七 郎  

佐 藤 寛 司  

斉 藤 新 一  

平成19年度町内会役員名簿 
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ふ
な
が
た
写
真
館

ー
入
学
式
・
入
園
式 

広告 

■本　社／新庄市十日町6397-17　tel.0233-22-8017 fax.0233-22-7234 
■本　店／舟形町舟形1369　　　  tel.0233-32-2821

広告 

舟形町商工会 
地域を育むみなさんのパートナー 

TEL 32－2242
商工業を営む皆様へ 

町民の皆様へ 

経営指導、資金相談、税務申告などを支援します。 
出張サービスも実施中。必要なものがありましたら、電話１本でお届けします。 
また、贈り物、お返しに、商工会の商品券をぜひご利用下さい。 

はじめの 
　一歩 

各
小
中
学
校
で
入
学
式
が
、
各
保
育
所
で
入
園
式
が

各
小
中
学
校
で
入
学
式
が
、
各
保
育
所
で
入
園
式
が 

そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
、
児
童
・
生
徒
ら
が
新
た
な
一
歩

そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
、
児
童
・
生
徒
ら
が
新
た
な
一
歩 

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。 

 

各
小
中
学
校
で
入
学
式
が
、
各
保
育
所
で
入
園
式
が 

そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
、
児
童
・
生
徒
ら
が
新
た
な
一
歩 

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。 

 

大きな声でお返事できたよ（長小） 大きな声でお返事できたよ（長小） 

はじめて会う人でも仲良くするぞはじめて会う人でも仲良くするぞ はじめて会う人でも仲良くするぞ 

おすましして、はいチーズ（南部保）おすましして、はいチーズ（南部保） おすましして、はいチーズ（南部保） 

先生ネー
ムっ（舟

保）

先生ネー
ムっ（舟

保） 

先生ネー
ムっ（舟

保） 

中学校でもがんばるぞー！ 中学校でもがんばるぞー！ 

私もちょっと大人になったでしょ 私もちょっと大人になったでしょ 

いっぱい勉強するぞ（堀小） いっぱい勉強するぞ（堀小） 

ラ
ン
ド
セ
ル
大
き
い
ね
（
堀
小
）

ラ
ン
ド
セ
ル
大
き
い
ね
（
堀
小
） 

ラ
ン
ド
セ
ル
大
き
い
ね
（
堀
小
） 

お菓子たべて 
待っててね（舟保） 
お菓子たべて 
待っててね（舟保） 

うれし はずかし 入学式（富小） うれし はずかし 入学式（富小） 

先生のお話ちゃんと聞くよ（舟小） 先生のお話ちゃんと聞くよ（舟小） 

おかあさんといっしょだよ（長保）おかあさんといっしょだよ（長保） おかあさんといっしょだよ（長保） 
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（
中
央
公
民
館
図
書
室
） 

若あゆ温泉はみんなの憩いの場です。マナーを守ってご利用下さい。 
５月の若あゆ温泉の休館日は、５月９日（水）、23日（水） 

町内でタバコ購入によるタバコ 
税の収入は1,706,170円（３月分） 

 

雪
残
る
平
沢
山
の
ど
こ
ぞ
よ
り
う
ぐ
い
す
の
声
聞
き
つ
つ
歩
む 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
　
藤
　
よ
し
子
（
舟
形
一
） 

孫
達
の
成
長
見
ず
に
逝
き
し
夫
苦
労
の
人
生
思
え
ば
悲
し 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
加
　
藤
　
よ
う
子
（
新
　
庄
） 

春
田
打
つ
音
の
ひ
び
け
る
峡
の
村
夫
は
芋
植
う
十
坪
の
畑
に 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
布
　
川
　
芙
美
子
（
横
　
浜
） 

黄
昏
に
「
た
だ
今
」
と
言
ひ
子
ら
帰
る
た
だ
そ
れ
だ
け
の
日
々
の
幸
せ 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
和
　
子
（
舟
形
二
） 

人
あ
や
め
詐
偽
も
絶
へ
な
き
ニ
ュ
ー
ス
出
で
誇
る
る
日
本
何
処
へ
行
き
し
か 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
景
　
雄
（
沖
の
原
） 

春
浅
き
庄
内
平
野
の
空
の
下
白
き
風
車
の
悠
然
と
し
て 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
梅
　
津
　
ト
シ
子
（
舟
形
三
） 

水
道
水
出
し
て
「
飲
ま
せ
ろ
」
「
戸
を
開
け
ろ
」
吾
を
使
へ
り
老
猫
の
声 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
星
　
川
　
和
　
子
（
西
　
堀
） 

列
を
な
し
真
実
の
口
に
手
を
触
れ
る
た
だ
そ
れ
だ
け
の
ロ
ー
マ
の
休
日 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
和
　
夫
（
西
　
堀
） 

園
だ
よ
り
の
表
紙
を
飾
る
写
真
に
は
七
人
の
笑
顔
美
し
く
見
ゆ 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
渡
　
部
　
捷
　
一
（
光
生
園
） 

雪
解
け
て
旅
立
つ
友
を
惜
し
み
つ
ゝ
贈
る
言
葉
を
涙
で
探
す 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
鈴
　
木
　
里
　
美
（
光
生
園
） 

春
紅
葉
明
日
は
緑
に
移
ら
ん
と
私
の
好
き
な
束
の
間
の
季
節 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
興
　
　
　
珠
　
子
（
　
野
　
） 

【
千
風
会
「
水
」
】 

水
面
を
ば
き
ら
き
ら
こ
ろ
ぐ
光
の
玉
小
川
さ
ら
さ
ら
春
は
流
る 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
喜
代
子
（
長
沢
一
） 

か
こ
ひ
を
ば
は
ね
れ
ば
開
花
雪
柳
れ
ん
ぎ
ょ
も
三
ひ
ら
匂
ひ
濃
く
あ
り 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
小
　
野
　
光
　
子
（
真
木
野
） 

屋
形
舟
の
ぼ
り
下
れ
ば
は
ら
は
ら
と
さ
く
ら
は
ら
は
ら
淡
雪
は
ら
り 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
高
　
山
　
明
　
子
（
仙
台
市
） 

月
影
は
お
な
じ
に
あ
ら
ず
水
の
面
に
美
し
く
も
あ
り
て
酷
く
く
も
あ
り 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
景
　
山
　
晃
　
佑
（
仙
台
市
） 

滝
し
ぶ
き
轟
き
落
下
春
雨
ま
じ
り
流
れ
流
れ
て
命
は
ぐ
く
む 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
秀
　
子
（
長
沢
一
） 

戦
時
中
娘
の
命
ま
も
り
し
母
雛
も
守
り
て
戈
月
か
た
る 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
畠
　
山
　
ひ
ろ
み
（
木
　
友
） 

ぎ
く
し
ゃ
く
な
き
み
と
の
き
ょ
り
薄
氷
の
と
け
る
ご
と
し
あ
ゝ
解
脱
春
な
れ
ば 

解
脱
＝
煩
悩
を
脱
し
て
安
ら
ぐ
心
境
の
こ
と 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
沼
　
澤
　
千
鶴
子
（
鶴
陽
）（
舟
形
四
） 

   

鉢
に
生
ふ
繁
縷
も
菜
よ
酢
み
そ
和
へ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
　
口
　
み
ど
り
（
埼
　
玉
） 

私
心
な
き
師
弟
の
涙
業
を
了
ふ 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
伊
　
藤
　
良
　
文
（
舟
形
四
） 

野
の
花
を
摘
み
て
厨
を
春
に
せ
し 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
孝
　
子
（
舟
形
二
） 

千
の
風
に
乗
り
て
来
た
れ
よ
彼
岸
入
り 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
星
　
川
　
政
　
子
（
舟
形
三
） 

い
い
訳
は
齢
の
せ
い
と
し
春
炬
燵 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
小
夜
子
（
内
　
山
） 

軒
先
の
雀
の
声
や
春
近
し 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
井
　
上
　
順
　
子
（
　
野
　
） 

春
め
く
と
ゆ
っ
く
り
回
る
大
風
車 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
柏
　
木
　
伸
　
子
（
長
沢
三
） 

堅
雪
や
夫
の
散
歩
の
ど
こ
ま
で
も 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
昭
　
子
（
長
沢
一
） 

伝
統
の
和
紙
の
卒
業
証
書
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
岸
　
　
　
良
　
子
（
長
沢
三
） 

息
災
で
越
へ
し
七
十
路
や
山
笑
ふ 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
斉
　
藤
　
若
　
子
（
内
　
山
） 

春
浅
き
月
山
白
く
浮
き
立
て
り 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
高
　
橋
　
ふ
き
子
（
長
沢
三
） 

雛
祭
り
甘
酒
酌
ん
で
偲
ぶ
母 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
笹
　
原
　
　
　
清
（
光
生
園
） 

お
い
し
か
な
晩
の
お
か
ず
の
蕗
の
苔 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
鈴
　
木
　
健
　
二
（
光
生
園
） 

道
端
に
ふ
く
よ
か
に
笑
む
猫
柳 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
後
　
藤
　
ふ
　
み
（
光
生
園
） 

晴
れ
や
か
に
ラ
ン
ド
セ
ル
行
く
福
寿
草 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
原
　
田
　
正
　
昭
（
光
生
園
） 

園
内
に
絢
爛
豪
華
な
ひ
な
飾
り 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
永
　
沢
　
幸
　
男
（
光
生
園
） 

蕗
の
苔
吾
子
と
摘
み
た
る
散
歩
道 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
庄
　
司
　
真
由
美
（
光
生
園
） 

春
日
和
つ
ぼ
み
膨
ら
む
巣
立
ち
の
日 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
安
　
達
　
直
　
美
（
光
生
園
） 

健
や
か
な
成
長
祈
る
雛
祭
り 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
叶
　
内
　
智
　
子
（
光
生
園
） 

湯
の
宿
の
壁
の
一
輪
黄
水
仙 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
�
　
橋
　
信
　
子
（
長
沢
三
） 

絡
み
た
る
蔦
の
解
か
る
る
春
の
山 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
中
　
川
　
恵
美
子
（
木
　
友
） 

春
泥
に
す
ず
め
の
群
れ
て
朝
の
道 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
吉
　
田
　
明
　
美
（
舟
形
三
） 

古
の
栄
華
を
し
の
ぶ
雛
の
み
ち 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
真
　
見
　
七
　
生
（
舟
形
四
） 

彼
岸
入
り
供
物
こ
ぼ
れ
り
六
地
蔵 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
小
　
野
　
美
知
子
（
舟
形
四
） 

 

 

 

　司馬遼太郎が小学校用教科書

のために書き下ろした「21世紀

に生きる君たちへ」「洪庵のた

いまつ」および小学国語編集趣

意書「人間の荘厳さ」を対訳で

収めた新しい時代への道しるべ。 

　どこに相談すればいいの？子ど

もに関するあらゆる悩みに応える

ハンドブック。 

・子どもの症状からどこに相談す

　ればよいか理解できるセンター

　など、相談機関の実際がわかる 

・児童相談所、児童家庭支援 

舟
形
町
金
婚
夫
婦
及
び
山
新 

お
し
ど
り
金
婚
夫
婦
を
顕
彰 

行
政
相
談
会
開
催 

21
世
紀
に
生
き
る
君
た
ち
へ 

　
　
　
　
　
（
司
馬
遼
太
郎
　
著
） 

教
師
・
親
の
た
め
の
子
ど
も 

相
談
機
関
利
用
ガ
イ
ド 

　
（
小
林
正
幸
・
嶋
崎
政
男
　
編
著
） 

（
中
央
公
民
館
図
書
室
） 

お
知
ら
せ 

 

４
月
１
日
付
け
で
伊
藤
宏
さ

ん
（
舟
形
４
）
が
総
務
大
臣
か

ら
町
の
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。 

 

行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
機

関
な
ど
の
業
務
に
対
す
る
苦
情
、

要
望
、
意
見
な
ど
の
相
談
を
住

民
の
皆
様
よ
り
受
け
付
け
、
行

政
機
関
の
自
主
的
な
改
善
が
促

さ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
る
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。 

 

行
政
に
つ
い
て
お
困
り
に
な

っ
て
い
る
こ
と
、
納
得
の
い
か

な
い
こ
と
、
要
望
し
た
い
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
、
行
政
相
談
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽

に
ど
う
ぞ
。 

▼
日
時
／
５
月
22
日（
火
）午
後

１
時
30
分
〜
午
後
４
時 

▼
場
所
／
舟
形
町
保
健
セ
ン
タ

ー
２
階
和
室 

▼
内
容
例
／
年
金
や
老
人
介
護

の
手
続
き
に
つ
い
て
、
許
認
可

申
請
後
の
結
果
に
つ
い
て
な
ど 

▼
問
い
合
わ
せ
／
舟
形
町
役
場

総
務
課
総
務
班 

�（
32
）２
１
１
１（
内
線
321
） 

 

            

　
結
婚
し
て
50
年
、
今
年
め
で

た
く
金
婚
を
迎
え
る
皆
さ
ま
、

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

町
で
は
、
金
婚
を
迎
え
ら
れ
た

ご
夫
婦
に
記
念
品
を
贈
り
、
顕

彰
し
ま
す
。 

▼
対
象
者
／
昭
和
32
年
に
結
婚

さ
れ
た
夫
婦
又
は
、
結
婚
50
年

を
経
過
し
、
こ
れ
ま
で
に
顕
彰

を
受
け
た
こ
と
の
な
い
方
も
申

し
込
み
で
き
ま
す
。 

▼
受
付
締
切
／
５
月
25
日(

金) 

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／ 

役
場
町
民
課
福
祉
班（
内
線
342
）

ま
ち
づ
く
り
課
東
部
班（
内
線
590
）

ま
ち
づ
く
り
課
西
南
部
班（
内
線
580
） 

※
　
手
続
き
に
は
戸
籍
抄
本
、

印
鑑
が
必
要
で
す
。  

   

▼
所
在
地
／
舟
形
町
富
田
字
根

渡
１
２
６
５
|
33（
舟
形
町
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
向
か
い
。

図
１
の
と
お
り
。
） 

▼
地
目
／
宅
地 

▼
面
積
／
４
９
６
．５
３
㎡ 

▼
売
却
価
格
／
４
，
９
６
５
，

０
０
０
円
（
㎡
単
価
１
０
，０
０

０
円
） 

▼
申
込
期
間
／
５
月
１
日（
火
）

〜
５
月
15
日（
火
） 

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時（
土
・

日
・
祝
日
は
除
く
） 

▼
申
込
条
件
／
住
民
税
等
の
滞

納
の
な
い
方
・
契
約
を
締
結
す

る
能
力
を
有
す
る
方 

▼
申
込
方
法
／
申
込
用
紙
は
町

役
場
担
当
課
の
他
、
各
出
先
機

関
に
も
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。 

▼
売
却
の
決
定
方
法
／
申
込
期

間
中
２
名
以
上
の
申
込
が
あ
っ

た
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
決
定

し
ま
す
。 

▼
土
地
の
引
渡
し
／
土
地
の
引

渡
し
に
つ
い
て
は
ご
相
談
の
う

え
決
定
し
ま
す
。 

▼
売
却
の
際
の
条
件
／
５
年
間

は
第
三
者
に
転
売
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
。 

▼
そ
の
他
／
売
却
物
件
や
手
続

き
に
つ
い
て
の
詳
細
は
担
当
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
舟

形
町
役
場
総
務
課
情
報
管
財
班

�（
32
）２
１
１
１（
内
線
241
） 

 

                 

〔
お
詫
び
と
訂
正
〕 

　
先
月
の
広
報
ふ
な
が
た
３
月

号
８
ペ
ー
ジ
の
ま
ち
の
わ
だ
い

の
コ
ー
ナ
ー
で
、
山
形
郵
便
局

長
か
ら
の
ぼ
り
が
寄
付
さ
れ
た

と
い
う
記
事
が
あ
り
ま
し
た
が

正
し
く
は
舟
形
郵
便
局
長
の
誤

り
で
し
た
。 

　
ま
た
、
13
ペ
ー
ジ
の
土
地
開

発
基
金
の
記
事
の
文
中
、
平
成

46
年
と
記
述
し
ま
し
た
が
、
昭

和
46
年
の
誤
り
で
し
た
。 

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。 

家
庭
可
燃
ご
み
の
減
量
化
と
資
源
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
下
さ
い
。 

舟
形
文
芸
ひ
ろ
ば
 

短
歌
 

俳
句
 

あなたの声をお寄せ下さい 

まちづくり課 統括班 
� 32ー2111（内線322） 

　まちの話題、疑問、質問、

提言・意見のほか、会員募

集やリサイクル情報（譲り

たい、譲ってほしい）、イ

ラストなど何でも結構です。

　広報紙上でできるだけ紹

介していきたいと思います。 

も 

は 

う
す
ら
い 

げ
だ
つ 

は
こ
べ 

く
り
や 

あ
　
め 

み
な
も 

と
　
き 

つ
ま 

つ
ま 

●農村環境改善センター 

県道新庄次年子村山線 

売却地 

堀内橋 

至実栗屋 

至富田 

至松橋 

○堀内小 

瀬脇 

文 

町
有
地
売
却
の
お
知
ら
せ 

今月の納期 

◆固定資産税（１期） 

納期限･･･ 

忘れずに納税しましょう。 

5月31日（木）まで 

＜図－１＞ 
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町
営
バ
ス
は
ど
こ
か
ら
乗
っ
て
も
一
律
２
０
０
円
で
す
。
  

◆現在の職業は‥‥‥‥‥自動車販売店の事務をしています。 
　　　　　　　　　　　　いつも笑顔で愛想良くお客様に接する 
　　　　　　　　　　　　よう心掛けています 

◆将来の夢は‥‥‥‥‥‥自分の家を建てたい！ 

◆趣味は‥‥‥‥‥‥‥‥ショッピング大好き 

◆休日は‥‥‥‥‥‥‥‥家の手伝いなどをしています 

◆どんな異性がタイプ‥‥守ってくれる人が理想です 

◆結婚後はどうしたい‥‥２人で１戸建ての家に住みたい 

◆これからどんな町に　　自然がいっぱいなこのままの姿でいて 
　なって欲しい　　　　　欲しい ‥‥ 

          

　
舟
形
町
の
み
な
さ
ん
元
気
で
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
？
早
坂
晃
子
で
す
！ 

　
今
年
も
も
う
４
月
で
す
ね
ぇ
。
４
月
と
言

え
ば
「
春
」
。
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
今
年
の

春
は
ど
う
い
っ
た
も
の
に
な
り
そ
う
で
す
か
？

　
春
は
入
学
や
卒
業
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い

や
別
れ
の
ド
ラ
マ
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
象

徴
す
る
の
が
「
桜
」
で
す
よ
ね
。
暖
冬
の
影

響
も
あ
っ
て
、
開
花
が
早
く
な
る
と
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
舟
形
の
桜
は
ど
う
で
し
ょ

う
？
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
お
気
に
入
り
の
桜

が
き
れ
い
に
咲
き
誇
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま

す
！ 

　
さ
て
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
私
は
先
月
、

新
潟
に
あ
る
「
マ
リ
ン
ピ
ア
日
本
海
」
と
い

う
水
族
館
に
行
っ
て
き
ま
し
た
！
こ
こ
は
日

本
海
最
大
級
と
い
う
こ
と
で
多
く
の
魚
た
ち

が
飼
育
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
ず
、
初
め
に
見
た
の
が
マ
リ
ン
ト
ン
ネ

ル
！
全
面
に
ガ
ラ
ス
張
り
の
ト
ン
ネ
ル
に
な

っ
て
お
り
、
魚
た
ち
を
す
ぐ
間
近
で
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
魚
を
じ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り

眺
め
て
、
と
て
も
癒
さ
れ
ま
し
た
！ 

　
次
は
ペ
ン
ギ
ン
で
す
。
ペ
ン
ギ
ン
が
歩
い

て
い
る
姿
は
ほ
ん
と
に
愛
ら
し
く
て
か
わ
い

い
も
の
で
す
。
「
フ
ン
ボ
ル
ト
ペ
ン
ギ
ン
」

と
い
う
種
類
で
絶
滅
の
恐
れ
が
あ
る
そ
う
で

す
。
こ
の
水
族
館
で
は
群
れ
が
で
き
て
い
て

世
界
的
に
も
貴
重
な
ん
だ
そ
う
で
す
。 

　
別
館
に
は
ラ
ッ
コ
や
ビ
ー
バ
ー
、
カ
ワ
ウ

ソ
と
い
っ
た
哺
乳
類
が
い
ま
し
た
。
ラ
ッ
コ

と
い
え
ば
仰
向
け
に
な
っ
て
胸
で
貝
を
割
る

姿
で
す
よ
ね
。
私
た
ち
は
ち
ょ
う
ど
そ
の
時

間
帯
に
合
っ
た
よ
う
で
、
か
わ
い
ら
し
い
そ

の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
最
後
は
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
イ
ル
カ
シ
ョ

ー
で
す
。
イ
ル
カ
シ
ョ
ー
は
ま
さ
に
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
！
飼
育
員
の
動
き
に
合
わ
せ
て
見
事

に
泳
い
だ
り
ジ
ャ
ン
プ
し
た
り
、
私
た
ち
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
４
月
が
終
わ
っ
た
ら
と
う
と
う
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
で
す
ね
！
も
う
計
画
は
立
て
て

い
ま
す
か
？
こ
れ
か
ら
、
気
温
が
変
わ
り
や

す
い
季
節
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。
ど
う
か
体

調
に
気
を
付
け
て
お
過
ご
し
下
さ
い
。 

 

通信通信  通信  

総務課　No.265
５月のかもしかクラブ 

・舟形保育所 

・長沢保育所 

・南部保育所 

17日（木） 

16日（水） 

15日（火） 

３月２日～４月１日届出分 

幅 

堀　内 

長者原 

長者原 

舟形４ 

88（ミツエ） 

83（秋　夫） 

81（好　廣） 

93（秀　一） 

60（本　人） 

大橋　勘一 

伊藤マツエ 

溝口　　讓 

叶内キヨウ 

沼澤　　明 

□おくやみ申し上げます （世帯主） ◆ 

男 

女 

計 

世帯 

人口と世帯 

：3,237人 

：3,382人 

：6,619人 

：1,909世帯 

（－15） 

（－24） 

（－39） 

（－４） 

 （  ）は 
前月比 

（現在） 

選挙人名簿登録者数 

男性　2,603人 
女性　2,838人 計5,441人 

(３／２現在） 

○掲載を希望しない方は、届け出の 

　際にお申し出下さい。 

3
31

 

福寿野 

内　山  

舟形４ 

田中　瀬來 

高橋　唯香 

鍛冶　実里 

（ 　 　 ） 

（ 　 　 ） 

（ 　 　 ） 

せいら 

ゆいか 

みのり 

雄 
愛 

□お誕生おめでとう ◆ 

秀　樹 
まゆみ 

紀　邦 
千　佳 

 

平成19年度春の交通安全県民運動 

●飲酒運転をなくそう 
　　家庭、職場、地域から飲酒運転を出さないように 
　しましょう 

 
●自転車を安全に利用しよう 
　　二人乗り、無燈火、傘差し、携帯電話使用などは 
　危険です。絶対にやめましょう 

 
●交差点・道路横断時の事故をなくそう 
　　道路を横断する際は「いつでも、どこでも安全確 
　認」を徹底しましょう 

 
●シートベルトとチャイルドシートを正しく着用しよう 
　　運転者はもちろん、助手席、後部座席の同乗者も 
　正しく着用しましょう 

作り方 

①ゴボウは皮をむいて5cmの長さに切る。それを縦に３～４㎜の 

　厚さに切って水にさらす。 

②①を40～50分ゆでて、水分がなくなるまで充分に水切りをする。 

③②に片栗粉をつけてかなづちなどで平らにたたく。 

④③を２度揚げする。２回目は、きれいなきつね色になるまで揚 

　げる。 

⑤Aの調味料を煮立てておいて④をからめ、ごまをふりかけ完成。 

▼問い合わせ／舟形町町民課健康班　�（32）2111（内線351） 

ご
ぼ
う
た
た
き 

おいしく
 

食べて 

健康に 

材料（5人分）  

ごぼう‥‥‥‥‥‥‥ 

片栗粉‥‥‥‥‥‥‥  

油‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 

 

２kg 

300g 

適量 

 

　　さとう‥‥‥‥‥ 

Ａ　みりん‥‥‥‥‥ 

　　醤油‥‥‥‥‥‥ 

ごま‥‥‥‥‥‥‥‥ 

 

250g 

２合 

１合 

30g

「これはオススメ！」という我が家の自慢料理をこのコーナーで紹介してみませんか？ 

Vol.78Vol.78

落合　瞳さん（21歳） 

（
新
庄
市
） 

camera
  angle

camera
  angle

今年成人式を迎えます！ 今年成人式を迎えます！ 
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４
月
。
入
学
、
入
社
、
人
事
異
動
。

新
し
い
こ
と
が
始
ま
る
時
期
で
す
ね
。

広
報
ふ
な
が
た
に
も
新
し
い
風
を

吹
か
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
今
月
号
か
ら
有
料
広

告
を
掲
載
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ど
の
ペ
ー
ジ
に
あ
る
か
分
か
っ
た

か
な
？ 

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
企
業
や
お

店
の
方
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
で
き
る
限
り
効
果
の
あ
る

広
告
を
掲
載
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

ｐ
ｓ
．
だ
ん
だ
ん
暖
か
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
居
眠
り
運
転
に
は
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
（
ゆ
） 

あとがき 
postscript

　
野
町
内
会
で
４
月
14
日
土
曜
日
、
山
神
神
社
祭
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
祭
り
は
五
穀
豊
穣
と
家
内
安
全
を
祈
願
し
て

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
長
い
間
、
４
月
12

日
に
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
町
内
会
の
方
の
負

担
を
和
ら
げ
、
子
ど
も
ら
も
楽
し
め
る
祭
り
に
し
た
い
と
昨

年
か
ら
４
月
第
２
土
曜
日
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
祭
り
の
最
大
の
催
し
物
は
青
年
団
を
中
心
に
行
わ
れ
る
神

輿
パ
レ
ー
ド
。
青
年
団
員
が
５
人
と
大
変
少
数
で
は
あ
り
ま

す
が
、
長
年
先
輩
方
が
受
け
継
い
で
き
た
神
輿
を
絶
や
し
て

は
な
ら
な
い
と
必
死
で
継
承
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
土
曜
日
の
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
昨
年
か
ら

子
ど
も
ら
も
神
輿
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
賑
や
か
な

祭
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
青
年
団
長
の
阿
部
忠
明
さ
ん
は
「
近

年
は
子
ど
も
の
数
が
減
少
し
て
い
て
、
地
域
み
ん
な
で
見
守

っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
祭
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

で
会
わ
な
い
限
り
、
ど
こ
の
子
ど
も
な
の
か
分
か
ら
な
い
。

参
加
し
て
も
ら
え
る
こ
と
は
と
て
も
良
い
こ
と
。
」
と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。 

　
舟
形
町
最
東
部
の
野
町
内
会
。
こ
れ
か
ら
代
掻
き
や
田
植

え
な
ど
農
作
業
が
忙
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。
春
の
祭
り
の
よ

う
に
、
秋
に
も
豊
作
で
祝
杯
を
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て

い
ま
す
。 
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